
別紙-1

清瀬運動場( R07) 正門側駐車場等改修工事

1 正門側駐車場改修
①正門側駐車場の舗装
②外灯新設及び電灯盤更新
③野球場側フ ェ ンス 新設
④住宅側ゲート の箇所をフ ェ ンス に変更
⑤旧浄化槽及び旧重油タ ンク の撤去

2 屋外配電盤のハンド ホールの改修

3 屋外配電盤前の雨水排水設備の新設

4 管理棟付近の柵の支柱残置物撤去

5 壁打ち施設撤去( アス ベス ト 含有建材) 及び舗装改修

6 B面野球場ダッ グアウ ト 塗装並びにベンチ及びベンチ前フ ェ ンス 更新

その他詳細は、 設計説明書・ 特記仕様書・ 図面によ る 。

工　 事　 概　 要　 書
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別 紙 -2    

   設  計  説  明  書  

 

１  工 事 件 名   清 瀬 運 動 場 ( R0 7 ) 正 門 側 駐 車 場 等 改 修 工 事  

 

２  工 事 場 所   東 京 都 清 瀬 市 竹 丘 三 丁 目 １ ０ 番 ５ 号  

東 京 都 職 員 共 済 組 合  清 瀬 運 動 場  

 

３  工   期   契 約 確 定 の 日 の 翌 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 １ ９ 日 ま で  

本 工 事 の た め の 施 設 休 館 期 間 は 令 和 ８ 年 １ 月 １ ９ 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 １ ９

日 ま で で あ り 、 日 曜 ・ 祝 日 は 作 業 休 止 と す る 。  

 

４  支 払 条 件   前 払 い  契 約 額 （ 税 込 み ） の ４ ０ ％ を 支 払 う ( 但 し 、 1 0 万 円 未 満 の 端 数 は 切

り 捨 て る 。 )  

部 分 ・ 一 部 し ゅ ん 功 払 い は 行 わ な い 。  

 

５  工 事 計 画   契 約 確 定 後 直 ち に 関 係 者 と 打 合 わ せ を 行 い 、 現 地 ・ 部 材 を 調 査 し 、 仮 設 計

画 及 び 施 工 計 画 書 、 施 工 要 領 書 、 工 事 工 程 表 等 を 作 成 し 、 共 済 組 合 監 督 員

の 承 諾 を 得 る こ と 。  

 

６  施 工 条 件   ( 1 )  工 事 上 の 留 意 点 に つ い て  

・ 現 場 の 工 事 着 手 は １ 月 １ ９ 日 か ら と す る 。 た だ し 、 検 体 採 取 な ど 調 査 の

た め の 一 部 撤 去 等 は 、 施 設 管 理 者 及 び 監 督 員 と 作 業 内 容 及 び 日 程 を 調 整

し た 上 、 事 前 作 業 可 能 と す る 。  

・ 本 工 事 は 、 原 則 と し て １ 月 か ら ３ 月 ま で の 休 館 期 間 に 行 う こ と 。  

・ 仮 設 現 場 事 務 所 （ 監 督 員 、 監 理 者 、 受 注 者 ） を １ 月 １ ９ 日 以 降 に 設 置 す

る こ と 。 ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ と す る た め 、 受 注 者 作 業 員 仮 設 休 憩 室（ 空

調 付 き ） を 合 わ せ て 設 置 す る こ と 。  

・ 工 事 工 程 表 を １ 月 １ ９ 日 ま で に 作 成 し 、 工 事 着 手 前 に 関 係 官 公 庁 へ の 事

前 の 打 合 せ や 届 け 出 等 を 行 う こ と 。  

・ 工 期 が 短 い た め 、 納 期 を 確 認 の 上 、 電 灯 盤 な ど の 製 作 図 を 速 や か に 提 出

し 承 諾 を 得 る こ と 。  

・ 警 備 を 委 託 し て い る た め 、 開 門 時 間 が ８ 時 か ら １ ７ 時 ３ ０ 分 ま で で あ り  
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そ の 時 間 以 外 は 敷 地 内 に 原 則 立 ち 入 れ な い 。 現 場 事 務 所 で の 事 務 作 業 も

で き な い 。  

        ・ 関 係 者 の 安 全 を 確 保 す る と 共 に 、 運 営 に 支 障 が 生 じ な い よ う に 配 慮 す る

こ と 。  

        ・ 作 業 日 時 等 に つ い て は 、 施 設 管 理 者 及 び 共 済 組 合 監 督 員 と 十 分 協 議 を 行

な っ た 上 で 施 工 す る こ と 。  

        ・ 毎 朝 、 作 業 範 囲 、 作 業 内 容 を 施 設 管 理 者 と 密 に 打 合 せ の 上 、 施 工 す る こ  

         と 。  

        ・ 受 注 者 の 現 場 事 務 所 及 び 作 業 員 待 機 所 、 資 材 置 き 場 、 駐 車 場 に つ い て は 、

施 設 管 理 者 と 協 議 す る こ と 。  

        ・ 監 督 員 監 理 者 事 務 所 の 規 模 は 合 わ せ て ２ ０ ㎡ 程 度 と す る 。 エ ア コ ン 、 ロ ッ

カ ー × ５ 、 打 合 せ 机 、 書 類 保 管 棚 （ 鍵 付 ） 現 場 書 類 保 管 必 要 数 を 備 え る こ

と 。   

        ・ 電 気 ・ 水 道 料 金 に つ い て は 、 現 場 事 務 所 及 び 屋 外 散 水 栓 に メ ー タ ー を 設

置 し 、 従 量 料 金 を 支 払 う こ と 。 そ れ 以 外 の 箇 所 に つ い て は 、 運 営 に 支 障

の な い 範 囲 で 無 償 と す る 。  

・ 受 注 者 は 、 安 全 対 策 等 を 含 め て 、 各 関 係 機 関 等 と 事 前 に 調 整 を し た 上 で

工 事 搬 入 ・ 搬 出 路 を 決 定 す る こ と 。 工 事 関 係 車 両 の 出 入 等 の 際 は 、 道 路

を 汚 さ な い よ う に す る と と も に 、 出 入 口 門 扉 の レ ー ル の 養 生 を 行 う こ と 。

本 工 事 周 辺 の 道 路 、 工 作 物 等 を 破 損 、 損 傷 さ せ た 場 合 は 、 受 注 者 の 責 任

に お い て 速 や か に 現 状 復 帰 を 行 う こ と 。  

・ 工 事 関 係 従 業 員 の 風 紀 維 持 に 万 全 を 期 す る こ と 。  

・ 周 辺 の 環 境 を 十 分 に 考 慮 し 、 振 動 ・ 騒 音 等 の 対 策 を 事 前 に 十 分 検 討 し 、

共 済 組 合 監 督 員 に 具 体 的 に 説 明 す る と と も に 、 問 題 が 生 じ た 場 合 に は 速

や か に 対 処 す る こ と 。  

・ 使 用 機 械 に つ い て は 、 排 出 ガ ス 対 策 型 及 び 低 騒 音 ・ 低 振 動 型 の 使 用 を 原 則

と す る こ と 。  

・ 近 隣 住 民 へ の 工 事 説 明 を 行 う こ と 。  

・ 利 用 者 及 び 施 設 管 理 者 の 動 線 を 確 保 し 、 誘 導 員 を 配 置 す る こ と 。  

        ・ 月 間 工 程 表 を 提 出 す る こ と 。  

        ・ 隔 週 ご と に 定 例 会 議 を 行 う こ と 。  

・ 敷 地 内 で は 、 施 設 管 理 者 が 定 め た 場 所 （ 屋 外 １ 箇 所 ） 以 外 は 全 面 禁 煙 と す

る こ と 。 喫 煙 場 所 が 狭 い の で 、 交 代 休 憩 等 に よ り 対 応 し 、 施 設 利 用 者 の 利

用 を 優 先 す る こ と 。  
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・ 竣 工 図 の 提 出 デ ー タ は Ｄ Ｗ Ｇ （ ま た は Ｄ Ｘ Ｆ ） 、 オ リ ジ ナ ル Ｃ Ａ Ｄ 、  

Ｐ Ｄ Ｆ と す る こ と 。  

・ 特 記 仕 様 書 「 第 ２ 章 一 般 事 項 」 の 前 書 き 中 「 東 京 都 」 を 「 東 京 都 職 員 共  

済 組 合 」 に 読 み 替 え る 。          

 

７  質 問     本 設 計 図 書 に 質 問 の あ る と き は 、 別 紙 添 付 質 問 書 を 参 考 に 、 受 付 期 間 内 に

当 該 質 問 書 を メ ー ル に 添 付 し て 下 記 契 約 担 当 課 ま で 送 信 し て く だ さ い 。  

な お 、 メ ー ル の 件 名 は「 【 質 問 】 清 瀬 運 動 場 ( R0 7 ) 正 門 側 駐 車 場 等 改 修 工 事 」

と し て く だ さ い 。  

 

受 付 期 間  指 名 通 知 後 か ら  

令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ ６ 日 （ 火 ） 午 前 １ １ 時 ま で ( 時 間 厳 守 )  

         回   答  令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ ９ 日 （ 金 ） 午 後 ３ 時 ま で に 回 答 予 定  

 

８  契 約 担 当 課   東 京 都 職 員 共 済 組 合  管 理 部 財 務 課 契 約 管 財 担 当  

（ 東 京 都 庁 第 １ 本 庁 舎 北 塔 ３ ８ 階 ）  

（ 質 問 送 信 先 ）   メ ー ル ア ド レ ス  S 9 00 0 0 6 0 @s e c t i o n . me t r o . t o k y o . j p  

Ｔ Ｅ Ｌ  ( ０ ３ ) ５ ３ ２ ０ ― ７ ３ １ ３  

９  現 地 確 認   現 地 確 認 の 期 間 を 令 和 ７ 年 １ ２ 月 上 旬 か ら 令 和 ７ 年 １ ２ 月 下 旬 ま で の 期 間

に 設 け る 予 定 で す 。 工 事 希 望 票 を 提 出 し て い た だ い た 方 の み 現 地 確 認 が 可

能 で す 。  

 

１ ０  注 意 事 項   ① 入 札 に 当 た っ て は 、 社 会 的 な 信 頼 を 損 な う こ と の な い よ う 良 識 あ る 行 動

を と る よ う お 願 い し ま す 。  

         ② 設 計 図 書 、 参 考 数 量 内 訳 書 等 の デ ー タ は 入 札 以 外 の 目 的 に 使 用 す る こ と

を 厳 禁 と し ま す 。  
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（  ／全 ）  

宛  先    ： 東京都職員共済組合 管理部財務課契約管財担当 宛 

メ ールアド レ ス ： S9000060@sect i on. met ro. t okyo. j p 

件  名    ： 清瀬運動場( R07) 正門側駐車場等改修工事 

質 問 者   ：（ 代表者）   

担 当 者   ： 所属  氏名  

連 絡 先   ： ℡ Fax  

提 出 日   ： 令和  年  月  日 

質問事項 

N o 設計図書記載箇所 質   問 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

 ・ 特記仕様書 P  

・ 設計図面 ／  

 

 

 

 

（ 行が不足のと き は 2 枚以上と し てよ い。）  
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第１編 共通事項 

 

 

第１章 工事概要 
 

1.1 工事件名                                      

    清瀬運動場(R07)正門側駐車場等改修工事               

1.2 工事場所                                      

    清瀬市竹丘三丁目１０番５号                     

1.3 敷地面積                                      

                                 ㎡    

1.4 工事規模                                      

     正門側駐車場、壁打ちテニスエリア、ダッグアウト     2,180 ㎡    

1.5 工期                                        

                                  日間（     ～令和  8年  3月 19日まで） 

・概成工期                     日間（     ～令和   年   月   日まで） 

 
 
第２章 一般事項  

東京都では、環境マネジメントシステムを運営し、東京都の組織が行う事業活動における環境

配慮及び環境保全に関する行動を適切に実行することとしている。  

本取組には、受注者の協力が不可欠であることから、受注者は、工事関係者の業務管理や施工

管理などに当たり、本制度の趣旨の理解に努め、地球環境保全に十分配慮するものとする。  

環境マネジメントシステムについては、東京都環境局ホームページを参照する。   

 

2.1 適用範囲                                                       

(1) 本特記仕様書では、「令和５年版 東京都建築工事標準仕様書」「令和５年版 東京都電気

設備工事標準仕様書」「令和５年版 東京都機械設備工事標準仕様書」（以下「標準仕様

書」という。）に定めのない事項又はこれにより難い事項を定めている。本特記仕様書に

記載されていない事項については、標準仕様書のとおり施工する。  

(2) 本工事は、設計図書に従い施工することとするが、設計図書に明示されていない事項で

あっても工事の性質上当然必要なものについては監督員の指示に従い施工する。  

(3) 本特記仕様書の各項目における○については、本工事において適用させるものであること

を示す。   

 

2.2 特許権等の調査について                                                          

本工事の特殊な施工方法に関する特許権等については、その有無を事前に十分調査する。  
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2.3 契約不適合に関する調査への協力及び立会い                                        

契約書に基づく契約不適合に関して、工事目的物の引渡し日から１年以内及び２年以内に

契約不適合に関する調査（工事請負契約書第41条第１項の契約不適合及び不具合等を確認する

ための調査をいう。）を行うので、発注者が求めたときには、受注者はその調査に協力及び立

ち会うものとする。詳細は発注者の指示による。 

 

2.4 成績評定について                                                                 

本工事は、東京都工事成績評定要綱（平成14 年３月26 日付13 財営技第167 号）に基づく

工事成績評定について、次による。 

・対象 

〇対象外 

 

2.5 工事の入札等について                                                           

入札（又は見積書の提出）に当たっては、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法

律（昭和22 年法律第54 号）等に抵触する行為を行ってはならない。 

 

2.6 公共事業労務費調査に対する協力                                                  

(1)本工事が公共事業労務費調査の対象となった場合は、調査票等に必要事項を正確に記入

し、提出する等、必要な協力を行う。また、調査の時期が本工事の工期経過後であった場

合も同様とする。 

(2)調査票等を提出した事業所を事後に訪問して調査・指導を行う対象となった場合は、受注

者は、その実施に必要な協力を行う。また、調査・指導が本工事の工期経過後であった場

合も同様とする。 

(3)公共事業労務費調査の対象工事となった場合は、正確な調査票等の提出ができるよう、労

働基準法（昭和22年法律第49号）等に従って就業規則を作成するとともに、賃金台帳を作

成・保存し、日頃から使用している現場労働者の賃金、労働日数、時間等の記録を適切に

管理しておく。 

(4)受注者が、本工事の一部について下請契約を締結する場合は、当該下請工事の受注者（当

該下請工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）が(3)と同様の義務を負う旨を定

める。 

 

2.7 各種点検、調査、見学会等への協力                                                 

(1)監督員が所属する部の監督員以外の職員が、施工体制、現場管理、施工管理等の適正化を

図るために、各種点検、調査等を行う場合は、受注者はこれに立ち会い、協力しなければ

ならない。 

(2) (1)の各種点検、調査等の結果に基づき、監督員から改善措置等の指示が出された場合

は、速やかにその指示に従わなければならない。 

(3)監督員が必要とする現場見学会等を開催する場合は、受注者はこれに協力しなければなら

ない。 
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2.8 設計変更等                                                                            

設計変更等については、工事請負契約書第17条から23条までに記載しているところである

が、具体的な考え方や手続きについては、「工事請負契約設計変更ガイドライン（建築工事

編）」（東京都）によることとする。 

「工事請負契約設計変更ガイドライン（建築工事編）」（東京都）については、東京都財務

局ホームージを参照する。                                       

 

第３章 支払  

3.1 部分払                                                                              

(1)工事請負契約書第38条に定める部分払の方法は、次による。 

・ 段階別部分払  （支払回数は、 回以内とする。） 

・ 特例工事部分払 （支払回数は、 回以内とする。） 

○ 部分払については、行わない。 

(2) それぞれの運用については、次による。 

段階別部分払 

ア.請求時期及び出来形 

(ｱ)請求時期は、発注者の示す標準請求時期を基準として、発注者と協議して定める。 

(ｲ)請求時期における出来形は、認定に適するものとし、その内容は別紙「工種別出来形及び

認定率表」のとおり 

イ.出来高率表の提出 

受注者は、請求回数ごとの出来形に対応する出来高率を、発注者の示す工種別構成率と工

種別出来形及び認定率表とにより算出し、段階別部分払出来高率表を作成の上、第１回部分

払請求時に提出する。 

なお、工種別の分類項目は、発注者の示す項目によるものとする。 

 

特例工事部分払 

ア．請求時期 

請求時期は、受注者の希望する時期とし、発注者と協議して定める。 

イ．出来高率表の提出 

受注者は、発注者の示す工種別構成率と請求時期における各工種別の出来高とにより出来

高率を算定し、特例工事部分払出来高率表を作成の上、その請求の都度提出する。   

なお、工種別の分類項目は、発注者の示す項目によるものとする。  

 

3.2一部しゅん功払                                   

(1)工事請負契約書第 39条に規定する指定部分に係る工事が一部しゅん功し、検査に合格

したときは、指定部分に相応する契約代金を支払う。指定部分の出来高割合は  ％

を支払う。 

(2)指定部分の内容 

(3)請求金額の算定前金払、部分払が行われている場合は、当該部分に相当する支払い済

額を除く。 
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別紙                                                                                

 

工種別出来形及び認定率表 

工種別 出来形の内容 

 

認定率 

（％） 

備 考 

 

1 積上げによる 

仮設工事 

それぞれの細目ごとに出来高を算出す

る。 

－ 

 

 

2 土工事 根切り及び地業完了時 80  

10 その他の工事 各工種別工事完了時 

屋根及びとい工事 

外構工事 

 舗装工事 

 外周工事 

植栽工事 

塗装改修工事 

石綿除去工事 

電力設備工事 

 

95  

率共通仮設費及び 

諸経費 

全直接工事費の出来高率に相当する率

とする。 

－ 

 

 

建物ほぼ完了時 内外清掃、手直し残し程度 95 建物の構成率の

95％ 

 

（注）完了時とは、概成の時期（ほぼ完了時）とする。 
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第４章 施工区分  

4.2 工事の施工に伴う光熱水費の取扱い                                                     

本工事の施工に伴う光熱水費の支払は、次による。 

○受注者の負担とする。（詳細は設計説明書の通り） 

・発注者の支給とする。 

(1)電気量 

ア 本受電後は、次表による（新築工事）。 

 

工事区分 基本料金 従量料金 

建築工事  〇 

電気設備工事 〇 〇 

機 

械 

空調設備工事   

給水衛生設備工事   

その他  〇 

 

イ 改修工事の場合は、それぞれの使用量に応じた従量料金を支払う。ただし、工事施工に伴

い、契約電力を変更した場合は、従前との差分の基本料金を含む。 

 

(1) 水道料 

管接続後は、次表による。 

工事区分 基本料金 従量料金 

建築工事  〇 

電気設備工事  〇 

機 

械 

空調設備工事   

給水衛生設備工事   

その他  〇 
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撤去(植栽)平面図

造成(仕上高)平面図 

外構平面図 

排水設備平面図 

植栽平面図

電気設備平面図

詳細図-1 舗装、縁石

詳細図-2 路面標示、フェンス、車止

詳細図-3 ダッグアウト改修

詳細図-4

詳細図-5

詳細図-6

詳細図-7 照明灯、分電盤、ハンドホール、電線管、埋設鋲

平面図

平面図

平面図

平面図

平面図

内　       　容

ﾃﾆｽ壁打ち改修、横断側溝縦断図、雨水桝リスト、仮設

浸透U型側溝、雨水桝、ｽﾘｯﾄ側溝、雨水管

人孔・汚水桝高さ調整 、雨水桝蓋・縁塊取替  

図面目録S=1:10,000(1:20,000)案内図

S=1:1,000(1:2,000)

案内図・位置図・図面目録

S:図示

（A3:図示）

清瀬運動場（R07）正門側駐車場等改修工事

№ A-1

令和 7年 9月

受水槽設備

M

Ａ－参1 （参考図）撤去詳細図 浄化槽、貯油タンク

Ａ－参2 （参考図）仮設計画図

位置図

標準地図（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/#15/35.765792/139.514162/
&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m）をもとに

設計会社作成計画地

https://maps.gsi.go.jp/#15/35.765792/139.514162/
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下

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板撤去

表層t=50

表層t=40+路盤t=100
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去 A=9.0㎡

表層t=100+路盤t=100

表層t=30+路盤t=100

表層t=60+路盤t=100

舗装切断

浄化槽撤去

貯油ﾀﾝｸ撤去

縁石B(200)撤去

植桝撤去　L=31.0m

アコーディオン門扉撤去

格子柵撤去　L=15.0m

支柱撤去 N=1基

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ
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ｍ

ｍ
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切断深10cm以内

⑫

⑯

舗装切断　L=3.8m

舗装切断　L=2.5m

1,350

1.0

1.0

205
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7.5
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11.4
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基

基

①～⑩

⑪

⑫～⑯
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ｍ
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箇所
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ｍ

1.0

1.0
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15.0

31.0

10.0

1.0

5.0

32.0VU150

ｍ 37.2

11.9

400×350×H

箇所 1.0

内径□450(□360)

内径600×600

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装1(表層t=50)撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2撤去 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2撤去

舗
装
切
断
　
L=31.7m

雨
水
管
(VU150)    撤

去
L=32.0m

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板撤去
A=6.8㎡

L=9.6ｍ
舗装止撤去

車止撤去

L=11.4m
縁石A(150)撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2撤去A=0.03㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

タイル舗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板撤去

浄化槽撤去

貯油ﾀﾝｸ撤去

N=1箇所

N=1箇所

縁石B(200)撤去

縁石B(50)撤去

舗装止撤去

植桝撤去

車止撤去

支柱撤去

雨水桝撤去

雨水管撤去

N=1箇所

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装1撤去

縁石A(150)撤去

アコーディオン門扉撤去

格子柵撤去

雨水桝蓋・縁塊撤去

汚水桝蓋・縁塊撤去

137.7

看板
N=1箇所

撤去(施設)平面図(現況平面図)

移設

(移設)

撤去

A=11.4㎡
タイル舗装撤去

エアコン及び基礎移設
(移設) 1箇所

看板移設

仮設材(浄化槽撤去部） 鋼矢板･切梁･腹起し材式 1.0

エアコン及び基礎移設 箇所 1.0 移設

2,000L

7.8×3.9×H4.0

150/170×200×600

180/205×250×600

180/205×100×600

250×H600

W600×H1,500

900×650×200
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ロータリー灯撤去

電線管撤去　HP∮75　L=13.0m

ロータリー灯撤去　Ｎ=1.0基

電線撤去　CV8.0□-2C　L=18.5m

分電盤撤去（L-2)

L-2
分電盤撤去　N=1面

基

面

1.0

H=8m，L=15m

水銀灯200W　2灯式

300×350×140 1.0

電線管撤去

電線撤去

HP φ75

CV8.0□-2C

ｍ

ｍ

13.0

18.5

建築撤去

電気設備撤去

物置移設・再設置

物置 物置移設・再設置 0.9×2.0m 棟 2.0

※管理棟北側の物置2棟については、工事の際に移設し、工事後再設置すること。工事期間中は、

　管理棟軒下等に仮設置すること。

撤去仮設置､撤去再設置

※エアコン(室外機）及び基礎の撤去の際には、移設に伴う配管配線工事も行うこと。

※浄化槽、貯留タンクの内部の土砂及び雨水桝の清掃で発生する土砂について、合わせて3検体

「有害物質土質検定試験」を行うこと。試験結果については、速やかに監督員に報告し、対策

槽内土砂94.5㎥撤去とも

ﾀﾝｸ内砂1.8㎥撤去とも

が必要な場合は、監督員と協議し、法令に則って処理すること。

検定方法は、平成15年3月6 日環境省告示第18号（平成31年3月20日付一部改正を公布）及び

及び平成15年3月6日環境省告示第19 号により、溶出試験28項目、含有試験9項目とする。
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件　名

図　面
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S:1/150

（A3:1/300）

水

Co

下

As

下

雨

M

As

As

As

水道

Co

IR

Ｅ

M

M

As

As

水道

下

M

管理棟

更衣室

雨

雨

As

雨

M

M

ポンプ操作盤

M

水

水

排気管

下下

M

Ｅ

物置物置

M
IR

下

下

M

M

水
水下

水

M

M

下

M
休憩場

休憩場

水

敷石

受水槽

受水槽

操作盤

看板

M

雨

M

M

下

雨
M

看板

下

雨 雨 雨

Co

下

10B02

Ｅ

水道

T2

T1

T16量

M
CoCo

敷石

M

ポール

テニスコート

螺旋階段

表　記

数量表

単位 備　　　考数 量規　　　格名　　　　称

1本

5株

撤去(植栽)平面図

34株

43株

ツツジ(H0.8-W0.7)撤去
16株

シラカシ(H10-C2.7)撤去

シラカシ

H1.6-W1.2

コノテガシワ(H1.2-W0.4)撤去
8本(@0.6)

コノテガシワ H1.2-W0.4

本

本キンモクセイ

高木撤去

中木撤去

低木撤去

H10.0-C2.7

H0.35-W0.3

ツツジ(H0.7-W0.5)撤去

H0.7-W0.5

ツツジ(H0.8-W0.7)撤去

ツツジ

ツツジ(H0.9-W0.7)撤去

本

株

株

移植3本

下

1

3

8

34

46

移植5株

ｷﾝﾓｸｾｲ(H1.6-W1.2)移植
3本

マメツゲ、サツキ、ドウダンツツジ

180株(9株/㎡)(H0.7-W0.4)

混植撤去

ツツジ(H0.35-W0.3)撤去
46株

H0.8-W0.7

H0.9-W0.7　〃

株

株 5

59 移植10株

H0.7-W0.4 株 180マメツゲ、サツキ、ドウダンツツジ混植

　〃

　〃

看板

清瀬運動場（R07）正門側駐車場等改修工事

受水槽設備

M

令和 7年 9月

№ A-3

※植栽の撤去においては、伐根も行うこと。
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0.733
HK.41

4
.
6
5
5

HK.5
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HK.3737.995

41.423

HK.39
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Ｅ
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下

雨

雨雨

下

T1
雨

下

雨雨

下

雨

M

ポール

M
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M水
水下

M
M

M
下

M
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(62.95)(63.16)(63.14)

(62.92)

(62.91) (63.09)

(62.89)

(62.87)

TP93

螺旋階段

管理棟

KBM.1

M 下

下

下

水

下

看板H=62.891m

10B02

(63.02)

63.05
(63.03)(63.04)(63.15)(63.04)
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0.3%

0.3%

1
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%

1.
5
%

1.
5
%
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5
%

1
.5
%

1
.
5%

0.3%

1.
5
%

0.3% 0.4%

1.
5
%

0.3%0.4%

1
.
5%

1
.
5%

2%

1.
5
%

1.
5
%

2%

2
%

2%

0.5%

5
%

2
%

5
%

0.6%

2
%

62.89

62.87

62.90

63.00

62.96
63.0162.94

63.03

63.21 63.11

63.04 62.94

62.87 62.94

62.96

63.00

63.18 63.13 63.08 63.04

62.8862.91

62.9062.9362.9262.96

62.94

63.04

63.05

63.15

62.99

62.97

62.94
62.97

62.99
63.01

63.02

63.99

(63.93) 現況地盤高

計画地盤高

凡例

0.939

62.91

63.09

62.93

62.90

0.2%

M

M

受水槽設備

30ｍｍ
量水器

件　名

図　面

(4/15)

S:1/150

（A3:1/300）

造成（仕上高）平面図

清瀬運動場（R07）正門側駐車場等改修工事

№ A-4

令和 7年 9月

62.91
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物置 物置
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雨
M

M

下

Ｅ
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水

下
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雨雨

下

T1
雨

下

雨雨

下

雨

M

ポール

M

M

M水
水下

M
M

M
下

M

M

(62.95)(63.16)(63.14)

(62.92)

(62.91) (63.09)

(62.89)

(62.87)

螺旋階段

管理棟

KBM.1

M 下

下

下

水

下

看板H=62.891m

10B02

(63.02)

63.05
(63.03)(63.04)(63.15)(63.04)

表　記

数量表

単位 数 量規　　　格名　　　　称 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石1  L-1

看板移設

N=1基

N=1基

N=1基

ﾀｲﾔ止

ﾀｲﾔ止

ﾀｲﾔ止

ﾀｲﾔ止

E
-
1 
L
=4
.
0m

E
-2
 
L=
7
.2
m

E-
1
 

 
L
=3
.
3m

 
L
=3
.
3m

E-
1
 

L-
1
　
L
=2
0
.8
m

L-1 L=60.5m

L-2　L=9.5m L-4　L=12.7m

L-3　L=20.1m L-4　L=2.4m

ｺﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ
縁
石
1

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2

(ILB) A=11.8㎡

(AS2) A=4.3㎡

(AS2) A=11.4㎡

透水性ILB舗装

透水性ILB舗装
(ILB) A=1.7㎡

(ILB) A=1.2㎡

L=3.7m
E-1E-1

L=4.2m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2
(AS2) A=260㎡

端部ﾌﾞﾛｯｸ
端部ﾌﾞﾛｯｸ

端部ﾌﾞﾛｯｸ

端部ﾌﾞﾛｯｸ

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2

(PA2) A=7.8㎡

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装1

(PA1) A=30.0㎡

エアコン基礎移設

N=1基

N=1基

(PA1) A=54.3㎡

(AS2) A=76.4㎡

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ1

間詰めｺﾝｸﾘｰﾄ1

表　記 単位 数 量規　　　格名　　　　称 備　　　考

M

M

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装1

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2

透水性ILB舗装

透水性ILB舗装

間詰めｺﾝｸﾘｰﾄ2

間詰めｺﾝｸﾘｰﾄ2

間詰めｺﾝｸﾘｰﾄ1

AS1

AS2

PA1

PA2

ILB

(CP1)A=0.8㎡

(CP1)A=0.3㎡

(CP2)A=0.2㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石1

CP1

CP2

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石1

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石2

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石3

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石4

L-2

L-4

L-3

E-1

E-2

舗装止1

舗装止2

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装1
(PA1) A=0.08㎡

タイヤ止

フ
ェ
ン
ス
(
H=
1
.8
m
)+
独
立
基
礎
　
L=
1
8.
0
m

フェンス(H=0.6m)+L型基礎 看板(前向駐車)

路面標示 区画線、身障者他

アスファルト舗装2

1,180

352

7.8

14.7

1.1

0.2

91.0

9.5

20.1

15.1

18.5

7.2

48

4.0

5.0

18.0

1

1.0

1.0

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

組

基

ｍ

ｍ

式

基

基 既設看板

2個1組

T=300(150+150)

T=50～(50+～)

150/170×200×600

L-1　撤去物再利用

メッシュフェンス

メッシュフェンス

900×600アスファルト舗装1

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装1

車止

車止
車止

車止
車止

フェンス(H=0.6m)+L型基礎

フェンス(H=1.8m)+独立基礎

看板(前向駐車)

看板移設

84.3

T=250(50+200)

T=190(40+100+50)

T=300(50+200+50)

T=230(60+20+100+50)

T=200(100+100)

180/205×250×600

150/170×200×600

163/170×70×600

120×120×600

150×180×600

150×120×600

W=1,500 H=800

受水槽設備

30ｍｍ
量水器

舗装止1 舗装止1

舗
装
止
2

舗
装
止
1

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石2 ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石4

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石4

舗
装
止
1

舗
装
止
1

真砂土舗装(防草ﾀｲﾌﾟ）
(M)A=2.3㎡

エアコン及び基礎移設 1.0基900×650

真砂土舗装(防草ﾀｲﾌﾟ) M2.3㎡T=40

L-1 L=3.3m
ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石1

標識（徐行） H=2400　路側式 基 1

標識　N=1.0基 標識　N=1.0基 

L=6.4m

アスファルト舗装1 (AS1)
A=1,180㎡

5
7
9
7

5
00
0

5
0
00

6
0
00

5
0
00

5000 6554 5000 600 600 5000

2
1
50

2
3
0
0

1
1
6
5

2
6
5
0

件　名

図　面

(5/15)

S:1/150

（A3:1/300）

外構平面図

清瀬運動場（R07）正門側駐車場等改修工事

№ A-5

令和 7年 9月

移設先

※舗装面は、雨水を速やかに排水施設に導けるよう、排水勾配に配慮して施工する。場内の桝の天

　端高さを図り、嵩上げ高を確認し、施工図をおこし、監督員の承認を受けてから施工すること。

L=5.0m

6
1
3
0

6050

3718

3600

3
46
5
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表　記

数量表

単位 数 量規　　　格名　　　　称 備　　　考

②①

③ ④

⑤

⑩

⑨⑧⑦⑥

A
B

C

D E
G

J

K

L

M
N

O

P Q

R
S

T

U

V

W

X

横
断

側
溝

1 
L=

7
.0

m

横断側溝2
L=2.0m

HP150 10‰ L=6.4m

HP150 10‰
 L=8.8m

H
P
1
5
0
 
1
0
‰

 
L
=
1
3
.
3
m

 L=1.7m

 L
=1
.5
m

VU150 5‰

L=2.7m

浸透U字溝 L=10.5m

V
U1
5
0 
1
0‰

 
L=
5
.5
m
(曲

管
2
個
)

L=2.0m

H

NO.1

NO.3

NO.4

NO.5 NO.6

L=
3
.3
m

横
断
側
溝
3

NO.7NO.8

浸透U型側溝2 L=11.5m 浸透U型側溝2 L=12.7m

F

浸透U型側溝2   L=11.4m 浸透U型側溝2

浸透U型側溝1 L=9.8m

浸透U型側溝2  L=11.0m L=0.9m
浸透U型側溝2

HP
1
50
 1
0
‰
 
L=
8
.3
m

M

M I

浸透U型側溝1 L=12.4m

浸透U型側溝1 

浸透U型側溝2

U-250 3面浸透

U-250 2面浸透

浸透U字溝 L=11.6m

浸透U字溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

スリット側溝 L=11.0m

スリット側溝 

U-300B 3面浸透 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

U字溝(U-300B)

U-300B

U-300B

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

NO.2

NO.9

コンクリート管 HPΦ150台付管

塩ビ管 VUΦ150 砂基礎

雨水桝

スリット側溝桝

内径400×H

内径460×H

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　No.1～3，No.5～8

U字溝

横断側溝1～3

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　No.4

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ①～⑩

汚水、雨水

汚水

電気

給水　止水栓、散水栓

A ～ N

O ～ S

T ～ V

W ～ Y

汚水 Z

Y

L=2.4m

HP150 20‰
 L=5.4m

HP150 30‰
 

HP
15
0 
30
‰
 

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

基

基

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

U-300×h 可変側溝

49.5

22.1

22.2

11.0

2.4

12.3

45.4

8.2

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

90°曲管2個

1

10

11

3

0

3

1

雨水桝蓋・縁塊取替

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ蓋・受枠高さ調整

7

□640×120

人孔蓋・受枠高さ調整

汚水桝蓋・受枠高さ調整

内径Φ900人孔

内径□450汚水桝

内径□900

Φ600

給水設備高さ調整

汚水桝蓋・受枠取替

受水槽設備

30ｍｍ
量水器

Z

①～⑩箇所 10雨水桝清掃 □640×120

件　名

図　面

(6/15)

S:1/150

（A3:1/300）

排水設備平面図

清瀬運動場（R07）正門側駐車場等改修工事

№ A-6

令和 7年 9月

※舗装面は、雨水を速やかに排水施設に導けるよう、排水勾配に配慮して施工する。場内の桝の天

　端高さを図り、嵩上げ高を確認し、施工図をおこし、監督員の承認を受けてから施工すること。

※散水栓の移設据え直しにおいては、接続管の改修も行うこと。

内3基調整無

内2基調整無

内3基調整無

　高さ調整を行う桝・ハンドホールについては、関連する一連の桝について番号を付記している。

　現場の状況に応じて調整する桝及び高さについて調整すること。
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下

M

M

(62.95)(63.16)(63.14)

(62.92)

(62.91) (63.09)

(62.89)

(62.87)

TP93

螺旋階段

管理棟

KBM.1

M 下

下

下

水

下

看板H=62.891m

10B02

(63.02)

63.05
(63.03)(63.04)(63.15)(63.04)

表　記

数量表

単位 数 量規　　　格名　　　　称 備　　　考

張芝、芝床　
A=5.2㎡

張芝

芝床
A=20.2㎡

A=35.6㎡

張芝　A=2.0㎡

A=24.7㎡

5株

キンモクセイ移植

ツツジ(H0.8-W0.7 移植)10株

ツツジ(H0.7-W0.5 移植)

H0.7-W0.5ツツジ移植

H0.8-W0.7ツツジ移植

ｷﾝﾓｸｾｲ(H2.5-W0.8) 3本

H1.6-W1.2

張芝、芝床　

張芝 高麗芝　目地無

芝床　

客土 厚400 植栽地用土

厚150 黒土:砂=7:3

本

株

株

㎡

㎡

㎡

3

10

5

67.5

客土(厚400) A=6.3㎡

客土(厚400) A=1.2㎡

50.1

7.5

添柱型

M

M

受水槽設備

30ｍｍ
量水器

キンモクセイ新植 H2.5-W0.8 本 3 添柱型

ｷﾝﾓｸｾｲ(H1.6-W1.2移植) 3本

件　名

図　面

(7/15)

S:1/150

（A3:1/300）

植栽平面図
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Co

水道

受水槽

敷石

As

看板

操作盤
受水槽

M

ポンプ操作盤

物置 物置

TP94

30ｍｍ
量水器

T2

TP290

TP449

M

M

下
下

雨
M

M

下

Ｅ

雨

E
下

Ｅ

水

水

下

雨

M

雨

M

雨

下

T1
雨

下

雨雨

下

雨

M

ポール

M

M

M

M
M

M
下

M

M

TP93

螺旋階段
管理棟

KBM.1

下
下

M 下

下

下

水

下

看板H=62.891m

10B02

分電盤
Ｌ－２

表　記

数量表

単位 備　　　考数 量規　　　格名　　　　称

1

既設電線管(ﾋｭｰﾑ管φ75）内

EM-CE3.5□-2C L=5.5m

分電盤改修 N=1箇所

FEP30　L=16.1m（芯々　L=15.7m）
EM-CE 3.5□-2C L=17.9m

FEP30　L=20.3m（芯々19.9m）
EM-CE 3.5□-2C L=22.1m

FEP30　L=30.0m（芯々28.6）
EM-CE 3.5□-2C L=31.0m

FEP30　L=36.8m
EM-CE 3.5□-2C L=37.8m

分電盤撤去後新設

照明灯１

ハンドホール

電線管

電線

LED街路灯47.6w昼光色

内法450×450

FEP30

EM-CE3.5□-2C

面

基

基

ｍ

1

1

ｍ

(既設撤去後新設）

HH

埋設鋲 　鉄製 本 3

呼線 L=5.5m（立上含む）（予備回路）
（照明回路）

3照明灯２ LED街路灯47.6w昼光色 基

球型　遮光板無

球型　遮光板付

照明灯２

照明灯２

照明灯１ 照明灯２

103.2

114.3

受水槽設備

M

HH

※ハンドホ―ルの位置は、既設の電線管及ぶ他の埋設管の位置を調査し、監督員の承認を受けて決定すること。

ハンドホール　N=1.0基
分岐材　1個

屋内分電盤L-2

※照明灯には、管理シールを貼ること。管理番号は図中に示した番号とすること。

１

２

３

４

１

件　名

図　面

(8/15)

S:1/150

（A3:1/300）

電気設備平面図
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▽GL

[計画][現況]

路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ砕石(RC-40) t=200

　　　プライムコート

路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ砕石(RC-30) t=100

透水シート

敷砂(荒目砂) t=20

フィルター層：しゃ断層用砂　t=50

　貼りパターン､色調は協議すること。

　透水シートは60g/㎡を標準とする。

表層：再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　t=50

　　　プライムコート

▽現況地盤高
▽計画地盤高

既設路盤(厚200)既設路盤(厚200)

▽GL(駐車場)
▽歩道

▽植栽地

▽GL(駐車場)

▽植栽地

▽GL(駐車場) ▽GL(駐車場) ▽歩道

▽GL(歩道)▽GL ▽GL ▽植栽地 ▽GL

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の場合 　NON SCALE

※ブロックと舗装は、原則として2箇所以上で固定する。

　反射板の取り付け等は、協議する。

　2.0ｔ程度の車両に充分耐えられる構造を有するものとする。

表
層
(
ｱｽ
ﾌ
ｧﾙ
ﾄ版

t=
50
)
撤
去

表層：再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　t=50

タイヤ止

コンクリート縁石1・2端部ブロック、水抜ﾌﾞﾛｯｸ

アスファルト舗装1(AS1) アスファルト舗装2(AS2)

透水性インターロッキングブロック舗装(ILB)

コンクリート縁石1(L-1) コンクリート縁石2(L-2) コンクリート縁石3(L-3) コンクリート縁石4(L-4)

舗装止1(E-1) 舗装止2(E-2)

S=1:10(1:20) S=1:10(1:20) S=1:10(1:20)

S=1:10(1:20)S=1:10(1:20)

S=1:10(1:20) S=1:10(1:20) S=1:10(1:20)

S=1:15(1:30)

S=1:10(1:20)

S=1:10(1:20) S=1:10(1:20)S=1:20(1:40)

透水性アスファルト舗装1(PA1) 透水性アスファルト舗装2(PA2)S=1:10(1:20)

張芝・芝床(GRP)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ砕石(RC-30) t=100(150)

※ブロックの規格寸法は目地込み寸法とする。

間詰めコンクリート1・2(CP1・2)

コンクリート(18-8-25(20)) t=100(150)  表面：コテ押え

補足材(RC-40) t=0～180(平均60)

路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ砕石(RC-30) t=100

表層：開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(2号) t=40

フィルター層：しゃ断層用砂　t=50

フィルター層：しゃ断層用砂　t=50

表層：開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(2号) t=50

路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ砕石(RC-40) t=200

50

h

嵩
上

高

h
=0
～

23
0

50
20
0

40
10

0
5
0

1
90

5
0

20
0

50

30
0

高麗芝（べた張目土厚20㎜）目地無

15
0

芝床（黒土：砂＝7.3）t＝150

1
00

（
1
50
）

10
0

（
15
0
） 20
0

（
30

0）透水性インターロッキングブロック
200*100*60

目地砂（細目）

600

1
50

600

12
0

12
0

グラウト材、ボンド等で充填

タイヤ止めブロック

アンカーピン

アスファルト舗装

50
20

0

180

20
0

25
0

10
5
0

60

3
70

20

205

230

260

歩車道境界ブロック（180/205*250*600）
※目地モルタルの配合1：2、厚10㎜を標準とする

モルタル（1：3）

コンクリート（18-8-25（20）

再生クラッシャラン基礎（RC-40）

150

15
0

20
0

10
50

60

32
0

20

170

200

230

歩車道境界ブロック（150/170*200*600）
※目地モルタルの配合1：2、厚10㎜を標準とする

モルタル（1：3）

コンクリート（18-8-25（20）

再生クラッシャラン基礎（RC-40）

歩車道境界ブロック（150/170*200*600）
※目地モルタルの配合1：2、厚10㎜を標準とする

モルタル（1：3）

コンクリート（18-8-25（20）

再生クラッシャラン基礎（RC-40）

150

15
0

10
0 20

0
10

50
60

13
0

170

200

230

163

20

170

200

230

70

10

50
60

19
0

コンクリート（18-8-25（20）

再生クラッシャラン基礎（RC-40）

モルタル（1：3）

歩車道境界ブロック（163/170*70*600）・歩行者横断
※目地モルタルの配合1：2厚10㎜を標準とする

植樹隊ブロック（150*-180*600）
※目地モルタルの配合1：2、厚10㎜を標準とする

モルタル（1：3）

コンクリート（18-8-25（20）

再生クラッシャラン基礎（RC-40）

150

20

180

210

1
80

10
5
0

60

30
0

地先境界ブロックA(120*120*600)
※目地モルタルの配合1：2、厚10㎜を標準とする

モルタル（1：3）

コンクリート（18-8-25（20）)

再生クラッシャラン基礎（RC-40）

120

1
20

1
0

50
60

2
40

150

180

歩車道境界・端部ブロック（150/170*200*600）

歩車道境界・水抜きブロック（150/170*200*600）
※水抜きブロックは5個に1個の割合で設置する事

歩車道境界・端部ブロック（180/250*600）

歩車道境界・端部ブロック（180/250*600）
撤去物再利用

600 10 600 10 600 10 600 10

300

10
0

15
0

50

6
0

20
0

10

12
0

20

R1
50

10 600 10 600 10 600

2
00

50
10 50

6
0

25
0

▽GL

▽GL

40

真砂土舗装

不陸整正

※舗装材は、防草効果が高く、透水性と強度を備えたプレミックス材とすること。

　舗装材は、NETIS登録された上記の効果が承認されたものとすること。

S=1:10(1:20)

1
00

10
0

1
50

15
0

※(     )の数字は間詰めｺﾝｸﾘｰﾄ2を表す。

＜設置パターン＞

10
0

1
00

S=1:10(1:20)真砂土舗装

　現況との連続性に留意し、着彩ブロックと不着彩ブロックを交互に設置すること。

※歩車道境界ブロックは、撤去物の中から良好な材を選んで再利用すること。

※既設のコンクリート部となじみよく仕上げること。

6
0

20

23
0

10
0

50

1
20

50

件　名

図　面
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S:図示

（A3:図示）
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※路面標示は全て、実線 溶融式 白色とする。

2500 2500 1000

100100

1
0
0

5
00
0

1
3
6
4

1
0
0
0

4
0
0
0

300 600 700 600 300

1
00

1
1
6
5

2500 2500

100

100

1
0
0

250 2000 250

区画線（W＝100　白色）

タイヤ止め

身障者マーク

安全帯1
区画線（W＝300　白色）

横断歩道
区画線（W＝450　白色）

区画線（W＝100　白色）

タイヤ止め

タイヤ止め

軽自動車

コンクリート縁石

側溝

300
450

300

300 600 700 600 300

1
0
0

50
0

35
0
04
0
0
0

2500

100

6000

1
90
0

5
0
0

5
0

600

100

10
0

3
00

40
0
45
0

タイヤ止め

軽自動車

区画線（W＝100　白色）

区画線（W＝100　白色）

自転車

側溝

安全帯2
区画線（W＝400　白色）

4
0
00

※身障者マークは国際シンボルマークに準ずるものとする。

軽自動車　S=1:20(1:40) 身障者マーク  S=1:20(1:40)
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0

1
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00
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0

350 450 100 300

7
5

3
25

3
50

15
0
6
0
0

1
5
00

350
50

100
150

R1
50

R4
50

R3
00

140 150

40

7
0
0

4
00

1000

1
5
0

150

400

38
0

17
0

1
2
5 50

1
0
0

325

3
9
5

50

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

▽GL(植栽地)

ワイヤメッシュ(40×115)

（ハイテンション線）

中詰めモルタル(1:3) (□200×450)
敷モルタル(1:3)

フェンス用基礎ﾌﾞﾛｯｸ

設計条件

備考

１．外装について

・主柱、ジョイント

　押え金具　押え金具

  ワイヤメッシュ

・バ　ン　ド

・Ｕ　型　金　具

・

・

・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

・ボルト、ナット 溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理・

境界

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎(RC-40) 

D10 @250

横筋　D10 @250

縦筋　D10 @250

VUΦ50 1箇所/2m
水抜パイプ

メッシュフェンス(H=600)

(
客
土
厚
)

※メッシュフェンスは既設フェンス同等品以上とする。

※客土は撤去する既存の植栽地用土を転用すること。

▽GL(植栽地)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎(RC-40) 

▽GL

ｱﾙﾐ板 t=2.0

FB 5×50

B.N 9×25
袋ﾅｯﾄ付

平リブ二股
ﾌｪﾝｽ・ﾜｲﾔﾒｯｼｭ

取付拡大図  S=1:2(1:4)

前向き駐車
 ご協力をお願いします。

白 R面取り

赤

黒

コンクリート(18-8-25(20))
均しコンクリート(18-8-25(20))

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎(RC-40)

コンクリート(18-8-25(20))

2000 2,000

1
77
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3
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1
8
00
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0
0

900

600

40
0
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0

200 180

10
0
0

4
00
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1
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950

1050

6
0
0
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4
0

1
8
0

5
0

1
50 20

0
1
6
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0

300

200

4
5
0

3
0

1
00

5
8
0

1500

4
00

80
0

2
5
0

10
0

5
0

250

R1
50

水勾配

コンクリート(18-8-25(20))

STK400 Φ60.5x2.3 

1
80
0

60
0

1
0
0

φ400

スパイラルダクトφ400

2
4
0
0

水勾配

60
0

1
0
0

φ400

2
4
0
0

赤青白
白

設計荷重・・・昭和57年改正の建築基準法・同施行令に基づく

              風圧力に依る。 　

基礎条件・・・長期許容地耐力　98KN／㎡（10ｔ／㎡）

アルミ板　t=2.0mm

無地　900×600 アルミＦ．Ｂ　t5×50 L=700

ＢＮ　9Φ×25袋ナット

※看板はネットフェンスにステンレスボルト(袋ﾅｯﾄ 4点、左右上下に固定できるように当て 　
金具で補強)で取付けること。 　
看板の材質はアルミ板(角は面取)とし、使用する色は協議する。
印刷文字の書体は丸ゴシック体とし、インクジェットシート貼りとする。 　
看板の寸法、色調、表示内容等は上記図面を参考とし、監督員と協議のうえ決定すること。

横パイプ(黄色) φ34×t2.3
亜鉛メッキ鋼管、焼付塗装 鋼管

（STK400)　　　　

パイプ(黄色) φ60.5×t2.8 亜鉛
メッキ鋼管、焼付塗装 鋼管

（STK400)

アンカーボルト（ナット付）
 M8×100L SS400

標識：アルミ板

(720×620 参考寸法)　t=2mm

反射シート:カプセルレンズ型

※表示形式は協議して

決定すること

亜鉛メッキの上塗装仕上げ

0.6m

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎(RC-40) 

S=1:20(1:40) S=1:20(1:40)

看板(前向駐車)

S=1:20(1:40)

S=1:20(1:40)

車止

フェンス(H=0.6m)+L型基礎　 フェンス(H=1.8m)+独立基礎　 S=1:40(1:80)路面表示

標識 S=1:20(1:40)

件　名

図　面

(10/15)

S:図示

（A3:図示）

詳細図-2
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平面図　

ベンチB(長尺-4連)

ベンチA
800

6
00

(
1
0
00
)

400 3000 3000 400

6800

2000 2000 2000

新設ワイヤーメッシュフェンス

3
00
0

(
35
0
0
)

タイトフレーム

屋根材：折半葺きt＝0.6

平鋼t=4.5溶接

新設・軒樋塩ビ製100

新設・竪樋Φ75塩ビ製

L-50×50×6　

柱：H-148×100×6×9　 フ
ェ
ン
ス
位
置

梁：H-100×100×6×8　

▽GL
新設

H=1.0m　L=3@2m=6m

L=6.8m

L=2.2m

▽GL

ダッグアウト鉄部塗装

標準断面図

ワイヤーメッシュフェンス

正面図

新設
ベンチA

新設
ベンチB(長尺-4連)

ダッグアウト改修内容（2箇所）

ダッグアウト鉄部塗装　素地こしらえ・合成樹脂調合ペイント4回塗り (錆止め2回、中・上塗り各1回)

ダッグアウト雨樋 塩ビ製樋新設

ダッグアウト内ベンチ　撤去・新設

フェンス    撤去・新設

60
0

2
6
0
0

10
0
0

2000 2000 2000

3000 3000

400 6000 400

6800

6
0
0

2
0
00

60
0

2
6
0
0

300 300

600

50

500
1000

1000
10003500

新設ワイヤーメッシュフェンス
H＝1.0 L＝6.0ｍ

雨

水

水 M

フェンス

フ
ェ
ン

ス

KEY PLAN 　S=1:400(1:800)

ダッグアウト1（3.0ｍ×6.8ｍ）

防球ネット

ダッグアウト2（3.5ｍ×6.8ｍ）

長尺ベンチ

長尺ベンチ

ベンチ

長尺ベンチ

1

253 64

平面図

断面図正面図

コンクリ－ト(18-8-25(20))
再生クラッシャラン基礎(RC-40)

アンカー固定部詳細図 

2-φ12

前側

アンカー

▽GL▽GL

150

250

1676

4
0
5

419

1676
1257

40

405

4
2
0

400
500

185

90
2
00

1
00

4
0
0

1
8
5

40

150

419

1

253

屋外用特殊樹脂コーティング

備考材質部品名称符号

1

2

3

4

5

6

座本体

脚

連結材

ブラケット

クランプ

パイプキャップ ポリプロピレン

t3.2 鋼板プレス加工

t3.2 鋼板プレス加工

φ34×t3.2 鋼管

アルミ合金鋳物

FRP（SMC成形品）

亜鉛メッキ 透明被膜付

亜鉛メッキ仕上

亜鉛メッキ仕上

平面図

正面図

ベンチA・B共通

コンクリ－ト(18-8-25(20))

再生クラッシャラン基礎(RC-40)

▽GL

150
250

40

1257
6734

6734

1676 10 1676 10 1676 10 1676

2,000

2
0
0

胴縁 t＝1.6

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）
〔SGMH490〕

〔SGMH490〕

2-縦枠 t＝0.8

Φ50.8×1.6

GL

4
5
0

30
1
0
0

t=2.3 W=3.2

芯径を示す
Ｄメッシュ

胴縁断面図

フェンス用基礎ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄメッシュ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎(RC-40)
敷モルタル(1:3)

(□180×450)

H
=
1
,0
0
0

38
9
6
2

基礎条件・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計荷重・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基

設計条件

づく風圧力に依る。

備考

35

2000

280

180

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐
候性樹脂粉体塗装とする。但し、Ｄメッシュは亜鉛めっ
きの上高耐候性樹脂粉体塗装、ボルト・ナットは溶融亜
鉛めっきの上防錆着色処理とする。

16

37

4
6

1.6

表　記

数量表

単位 数 量規　　　格名　　　　称 備　　　考

ベンチ撤去

長尺ベンチ撤去

ﾌｪﾝｽ撤去

W400 L=1,600

H=0.9m

基

基

ｍ

2.0

6.0

鉄部塗装、雨樋設置ダッグアウト1,2改修

ベンチA

ベンチB(長尺)

H=1.0m @2m

基

基

ｍ

1.0

6.0

2.0

12.0

12.0ワイヤーメッシュフェンス

W405 L=1,676

W405 L=6,734

W300 L=6,700

2箇所式

撤去

新設

ダッグアウト改修

S=1:20(1:40)

S=1:40(1:80)

ベンチA S=1:25(1:50)S=1:20(1:40) ベンチB(長尺-4連) ワイヤーメッシュフェンス

件　名

図　面

(11/15)

S:図示

（A3:図示）

詳細図-3
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ｇ

用具室

(63.94)

(63.93)

(63.89)

(63.84)

(柵天端66.87)

(63.70)

(63.80)

(63.84)
(柵天端66.86)

(63.85) (63.84)

(
既
設
U字

溝
)

A=166.0㎡

A=30.3㎡

(63.89)

(63.84)

(柵天端66.87)

(63.70)

(63.80)

(63.84)(63.85) (63.84)

(63.93)

(柵天端66.86)

1.0%

用具室

(
既
設
U
字
溝
)

63.8463.99

63.99 63.84

ｇ

(63.94)

テニス壁打ちエリア計画平面図　

テニス壁打ちエリア撤去平面図　

(AS3) A=158.0㎡
(AS3) A=31.3㎡

アスファルト舗装3

A=4.2㎡

L=17.0m

L=9.0m

N=1箇所

※フェンス基礎の位置は測量したものではない。

凡例

(63.93)

63.99

現況地盤高

計画地盤高

表　記

数量表

単位 数 量規　　　格名　　　　称 備　　　考

全天候型舗装撤去

テニス壁打ち板撤去

給水管(露出VW25)撤去

給水管(埋設VW25)撤去

アスファルト舗装3

舗装止1
L=40.9m

ｺﾝｸﾘｰﾄ(間詰め用)舗装・外周

全天候型舗装撤去

テニス壁打ち板撤去

散水栓撤去

給水管(埋設VW25)撤去

㎡

箇所

基

ｍ

アスファルト舗装3

㎡

ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ(間詰め用)舗装

舗装止1

㎡

㎡

ｍ

166

30.3

1

1

17.0

9.0

40.9

4.2

189T=180(30+150)

T=100(50+50)

120×120×600

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板撤去

H=5m L=10m

As(密粒度)30+As(粗粒度)40

t=60

給水管(露出VW25)撤去

※アスベスト含有

※アスベスト含有

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 11.6m3

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有板 2.9m3（ｼﾎﾟﾚｯｸｽ板t70,ﾓﾙﾀﾙt20)､鉄骨ﾌﾚｰﾑ

撤去

計画

散水栓撤去
N=1基

路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ砕石(RC-30) t=150
　　　プライムコート
表層：再生細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 t=30

アスファルト舗装3(AS3)   S=1:10(1:20)

外周部標準断面図  S=1:20(1:40)

舗装止1

ｺﾝｸﾘｰﾄ(間詰め用)舗装
外周

フェンス(既設)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装3

路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ砕石(RC-30) t=50

コンクリート(18-8-25(20)) t=50 

ｺﾝｸﾘｰﾄ(間詰め用)舗装(CP3)  S=1:10(1:20)

3
0

1
5
0

1
8
0

5
0

5
0

10
0

125 120

18
0

180

　　　　　　　　表面：コテ押え

0
～
5
0

5
0

5
0

NO.1
雨水桝

▽62.91 ▽62.91

▽62.550 62.51▽

7,000

U-300×300 i=5‰

5085ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ厚
(mm)

h=400

▽62.9162.88▽

62.51▽

62.525▽

5090ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ厚
(mm)

雨水桝

NO.6

i=5‰

2,000

U-300×300 

h=400

▽62.8962.87▽

62.566▽

50

62.550▽

14
1ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ厚

(mm)

雨水桝

NO.7

3,300

U-300×300 i=5‰

h=340

桝内径(D)桝NO. 管底深(h)

NO.3

NO.4

NO.2

NO.1 0.40

計画高 管底高

NO.5

NO.6

NO.7

NO.8

62.91

62.87

62.91

63.00

62.93

62.91

62.89

62.91

NO.9 62.93

62.51

62.62

62.66

62.48

62.63

62.51

62.55

62.55

62.63

0.25

0.25

0.52

0.30

0.40

0.34

0.36

0.30

□400

□400

□400

□460

□400

□400

□400

□400

□400

ｽﾘｯﾄ側溝桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

雨水桝

桝種別

GL=63.07

GL=63.01

GL=63.03

GL=63.07

GL=62.96

GL=63.04

GL=62.91

GL=62.94

GL=62.95

62.44(流入)　62.30(流出)

62.53(流入)　62.47(流出)

62.57(流入)　62.15(流出)

62.37(流入)　61.86(流出)

62.57(流入)　61.99(流出)

62.37(流入)　62.26(流出)

62.50(流入)　61.00(流出)

62.57(流入)　62.12(流出)

中間桝(泥溜め)

接続先雨水桝(人孔)

4
45 4
45 4
45

5
45

雨水桝リスト

横断側溝（可変側溝）縦断図 S=1:100(1:200)S=1:100(1:200)テニス壁打エリア改修

件　名

図　面

(12/15)

S:図示

（A3:図示）

詳細図-4
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砂(しゃ断層用砂)

単粒度砕石(S-30)

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋(3種)、鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-14)

底面、両側面浸透
浸透U型側溝(250) L=2,000 浸透U型側溝(250) L=2,000

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋(3種)

底面、片側面浸透

単粒度砕石(S-30)

砂(しゃ断層用砂)

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石1(既設)
ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石3,4 (U-300B L=600)浸透U形溝

単粒度砕石(S-30)

砂(しゃ断層用砂)

透水シート(3面)

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石1

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 L=995 

で固定すること。
※ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋は、連結金具(SUS304製品)

モルタル(1:3)

鉄筋コンクリートＵ形側溝(U-300B L=600)

※目地ﾓﾙﾀﾙの配合1:2,厚10mmとする

▽GL
▽GL▽GL

（L=490）

エンドプレート FB4.5×19

メインバー DI-25@15
クロスバー φ6 @100

▽GL

8610 319

モルタル(1:3)

底高調整ﾓﾙﾀﾙ(1:3)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)基礎

t=10～120
t

4
0
0

44
5

10
0

1
00

1
1
0

3
3
5

(h=50～)
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎(RC-40)

995

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)基礎

可変側溝 A(300)×445  L=2m
横断用

Ｕナット、座金付
M16×35ボルト

t=4.5ベースプレート

ゴムパッキン44×5

ボルト詳細図 ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ(滑止め)

細目(ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ12.5mm)ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型T-2

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋版(細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ蓋)

※細目(ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ19mm)ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型T-25

1:0.5

D
'

h

埋戻用砂

t D t

塩ビ管VU

1
0
0

発生土(良質土)埋戻

H
≧
1
,
00
0

H
＜
1
,
00
0

▽G.L

▽G.L

(D+600)-
D+300 -

H≧1,000
H＜1,000

▽
基準線

※透水シートは透水係数 10  cm/sec以上、引張強度30kgf以上
-2

※透水シートは透水係数 10  cm/sec以上、引張強度30kgf以上-2

透水シート(3面)

浸透U型側溝1 浸透U型側溝2 浸透U字溝 U字溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋・ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(浸透U型側溝) コンクリート管(HP) 横断側溝(可変側溝)

塩ビ管(VU)

S=1:10(1:20) S=1:10(1:20) S=1:10(1:20) S=1:10(1:20)

S=1:5(1:10)S=1:10(1:20) S=1:20(1:40)

※透水シートは透水係数 10  cm/sec以上、引張強度30kgf以上

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋とｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋の割合は4:1とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

▽GL

受枠：t=3.2(SS400)亜鉛溶融メッキ

1
2
5

3
0
0

1
2
5

5
5
0

7548510
560

1
1
0

1
0

1
00

7
1.
3

1
5
0

60 60

15
0
以
上

▽
基準線

受枠 L-110×50×4.5
（SUS304）

(SS400)亜鉛溶融メインバー@100
ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟT-2)

(CD桝 □460 H=150,300)
ｺﾝｸﾘｰﾄ製側塊

ﾓﾙﾀﾙ(1:3)

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

平面図 断面図

▽
基準線

S=1:10(1:20)

基礎

スリット側溝桝

▽GL

グレーチング受枠

□700

150 400 150

700

800

10
0 15

0

52090 90

15
0
以
上

h

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-14 700

1
5
0

4
00

1
5
0

7
00

クサリ取付用丸棒

500

500

平   面   図

500

70

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-14

雨水桝 S=1:20(1:40)

断   面   図

H

▽GL

（鎖付 細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ）

スリット側溝

スリット側溝縦断図S=1:20(1:40) S=1:100(1:200)

▽63.00

h=
5
2
0

11,060

10,960 100

底高調整ﾓﾙﾀﾙ(1:3)

t=10mm▽62.48
▽62.60

i=5‰

▽62.65

▽62.94

t=120mm

t=10～120

スリット側溝桝 スリット側溝

1
10

3
0
0

t=100(U字溝内)

NO.4

基礎コンクリート(18-8-25(20))
(18-8-25(20))
ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

(18-8-25(20))

端部ｺﾝｸﾘｰﾄ

(18-8-25(20))

□450
□570
□670

560

S=1:20(1:40)

460

370

9
0

25
0

6
5

230

5
00

1
00

650

1
1
0

29
5

2
1
5

51
0

透水シート(3面)

-2

鋼製グレーチング蓋 L=995歩道用
(ノンスリップ型) 細目
(ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ12.5mm)ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型T
 ※ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋は、連結金具(SUS304製品)で
　　固定すること

460

370

1
2
0

2
85

2
15

35
05
00

1
00

650
50

360

9
0

25
0

6
5

250

230

362

9
0

352 55

360

2
5

6
59
0

7
40

266
40

7

5
0
0

2
0

10 135 10

嵩上げ材：

□65×40×3.2

5
0
0

1
5

ｽﾁｰﾙ製スレンダー側溝(細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)T-2  U-300用

 L=998 (SS400)亜鉛溶融メッキ・クロスバー@100

400

11
0

4
3

3
0
0

6
0

3
0

1
00

1
4
0

300

（鎖付 細目

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ

ﾎﾞﾙﾄ止）

コンクリート

(18-8-25(20))

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(RC-40)基礎

コンクリート

(18-8-25(20))

300

100

50

400

□670
□450

B=520

150 150 ｈ H

10
0

1
00

3
0
0

3
00

6
0

11
0

4
50

1
00

600

300

50

t

1
00

1
0
0

120

320

150

216

3333

100100

台付コンクリート管

（Φ150　 L=1,000）

敷モルタル(1:2)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)基礎

コンクリート(18-8-25(20))鉄筋コンクリートＵ形側溝
(U-300B L=600)
※目地ﾓﾙﾀﾙの配合1:2
　厚10mmとする。
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鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(T-14)

グレーチング蓋版
横断用

コンクリート

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)

※）スリット側溝蓋には、アスファルトを充填すること。

※横断側溝の縦断図をA-12（詳細図4）に示している。
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図　面
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（A3:図示）
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モルタル(1:3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100

モルタル(1:3)t=10

人孔蓋

Φ600
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Φ900

人孔蓋

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100

モルタル(1:3)t=10

現況 計画
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去
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モルタル(1:3)
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現況 計画

汚水桝：高さ調整(-)標準断面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ(側塊)撤去h=70～90(120)

※現況の汚水桝断面図は標準断面図(想定)とする。

※汚水桝(□450)の高さ調整(-)は調整分の側塊撤去後、
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番号 現況地盤高 計画地盤高
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⑨

⑩
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62.96

62.99
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62.93
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鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(□490×70)
細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型 T-25

モルタル(1:3)

現況 計画

現況 計画(タイプ1) 計画(タイプ2)
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タイプ3
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0

モルタル(1:3)

雨水桝蓋・縁塊取替 S=1:20(1:40)
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去

モルタル(1:3)
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モルタル(1:3)

人孔蓋・受枠付　密閉型　T-25

現況 計画

(RC-40) 

再
設
置

1
00

50 50Φ216

□316
(RC-40) 

仕切弁

▽GL

S=1:10(1:20)止水栓据付直し 

弁桝蓋(B1)
散水栓ボックス (据え直し)

(据え直し)

(据え直し)

h2:コンクリート

h2:コンクリート

h1:モルタル

h1:モルタル

h1:モルタル

h2:コンクリート

h2:コンクリート

h2:コンクリート

h2:コンクリート

h2:コンクリート

人孔：高さ調整(+)標準断面図

人孔：高さ調整(-)標準断面図

※現況の人孔断面図は標準断面図(想定)とする。

※現況の給水設備図は標準図(想定)とする。 ※現況の給水設備図は標準図(想定)とする。

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20))

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20))

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20))

▽GL

散水栓据付直し 

エアコン基礎移設

切梁H形鋼100×100×6×8

鋼矢板(H=8m)
L=15.0m

腹起し　H形鋼100×100×6×8

0.6m

▽GL

0
.
6m

4
.
0
m

既設浄化槽

7.8m×3.9m

(
想
定

値
)

1:0.5

鋼矢板(H=8m)設置標準断面図（浄化槽撤去） S=1:100(1:200)

▽GL

900×600

1,000×650

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎(RC-40) 

S=1:20(1:40)

S=1:20(1:40)

既設基礎 2
5
0

(
想
定

)
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0

高さ調整(H)

H H
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0
→
5
6
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VP150(長さ調整)

人孔蓋・受枠再設置

人孔蓋・受枠再設置

人孔蓋・受枠再設置

モルタル(1:3) t=10

人孔・汚水桝高さ調整

汚水桝蓋・受枠取替 

汚水表示

(据え直し)

(据え直し)

周辺0.6m以内で摺付け
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番号 現況地盤高 計画地盤高 高さ調整

62.99

62.94

62.91

62.88

62.92

62.93

62.90

62.90

62.89

62.99

63.02

63.03

62.99

63.02

63.00

63.00

63.04

63.13

63.00

63.05

V

X

Y

62.88

63.03

62.90

63.03

63.06

63.04

63.01

62.88

62.97

63.01

62.94

62.98

62.89

63.07

62.96

62.95

62.99

62.95

62.93

62.94

62.93

63.03

63.11

63.01

63.02

62.88

62.99

62.96

+0.07

+0.10

+0.10

±0.00

-0.04

-0.09

-0.04

-0.06

-0.07

-0.07

-0.01

+0.01

-0.02

-0.03

±0.00

±0.00

-0.04

-0.07

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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+0.05

+0.08

+0.04

+0.08

周辺1m以内で摺付け

周辺0.4m以内で摺付け

周辺1m以内で摺付け

高さ調整(-)

高さ調整(-)

高さ調整(-)

高さ調整(-)

高さ調整(+)

高さ調整(+)

高さ調整(+)

高さ調整(+)

高さ調整(+)

高さ調整(+)

高さ調整(+)

高さ調整(-)

高さ調整(-)

高さ調整(-)

電気ハンドホール

給水止水栓

給水散水栓(2個)

汚水桝　蓋、受枠取替 高さ調整(-) 　

62.90 +0.17

汚水人孔(口環付き)Φ900

清瀬市雨水人孔Φ900

雨水人孔Φ900

汚水桝Φ450

汚水人孔Φ900

高さ調整(+)

高さ調整無し

高さ調整無し

高さ調整無し

備　　　　　　　考種  　　　 別

周辺0.4m以内で摺付け 蓋浮上り直し

高さ調整(+)　散水栓は移設

モルタル(1:3　t=10mm)受枠・蓋を復旧すること。

h=40～170

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ(182B)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎

※浄化槽の参考図は、A-参2に示している。

件　名

図　面
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S:図示

（A3:図示）
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GL

水抜き孔

(RC-40)再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

ハンドホール側塊
□450*Ｈ300

ハンドホール側塊
□450*Ｈ300

ハンドホール底塊
□450：Ｈ60

モルタル（1:3）

Φ450中耐型

570

450

4
5
0

10
0

用途表示

鋳鉄製蓋

分電盤詳細図

１φ2Ｗ　100Ｖ　

分電盤結線図

照明制御展開接続図

52

Tm

自動
切

手動

AC
 1
0
0V

S

R

24h

停電補償
Tm

F

１.
２.

注　記

仕上外形寸法は、参考値とする。

仕　　上：指定色焼付塗装
本体材質：ＳＰＣ ｔ1.6
仕　　様：屋内壁掛形

Ａｍ０３

２
Ｅ
Ｐ
ＣＬＢ

（５２）
２ＰＭＣ

50AF/20AT
Ａｍ０３

２
Ｅ
Ｐ
ＣＬＢ

50AF/20AT

２
MCB
Ｐ
50AF/50AT

Ｒ、Ｓ

（既設）CV38 -2C（既設配管配線）5C-2V

EM-CE3.5 -2C（既設配管　新設配線）

CV8 -2C（既設配管配線）

Ａｍ０３

２
Ｅ
Ｐ
ＣＬＢ

50AF/20AT

予備回路

Ａｍ０３

２
Ｅ
Ｐ
ＣＬＢ

50AF/30AT

呼び線入り（予備回路用）

400 150

5
00

既設配管

4

IV14 ×2

（既設配管配線）

３.既設の分電盤を撤去後、既設の
　　壁配管にあわせて新しい分電盤
　　を製作し、設置すること。製作
　　製作にあたっては、現場の電気
　　設備の状況を確認し、施工図を
　　おこし、承認を受けること。

全体図  S=1:20（S=1:40)

GL

ED

▽

φ76

φ400

10
0

11
0
0

10
0
0

30
0

6
50

1
7
51

4
50
0

下部柱：鋼管(t3.2)STK400
溶融Zn-Al-Mg合金メッキ(HZA50A)
前処理後、指定色塗装

φ140

蓋：Zn-Al系合金メッキ鋼板(t1.6)
指定色塗装

上部柱：鋼管(t2.8)STK400
溶融Zn-Al-Mg合金メッキ(HZA50A)
前処理後、指定色塗装

コンクリート基礎18-8-40

2-100×60穴
(電源用)

スパイラルダクト
φ400×L1100×t0.6

再生クラッシャーラン
（RC-40）

灯　具

電源ユニット　NNY28548LE9
ジョイントユニット　FEQ68-15A

（防水型ポールブレーカー）

器具光束:6700 lm

LED:昼白色(5000K/Ra70)

光源寿命:60000 h(光束維持率85％)

50Hz/60Hz共用

定格電圧

周波数

消費電力

入力電流

46.6W

100V

0.469A

電源ユニット別置型

耐雷サージ:15kV(コモンモード)

XYG2402NLE9

※電源ユニットNNY28548LE9接続時

∅384

4
16
±

3

スクリュージョイント
(SUS製)

接地端子位置

口出し線：器具外270mm
(架橋ポリエチレン

電線0.75㎟)

落下防止棒
(SUS製)

3-M6ボルト(取付用・同梱)
L=25及びL=35本体:アルミダイカスト

オフブラックレザーサテン
ポリエステル粉体塗装

天板:アルミダイカスト
オフブラックレザーサテン

ポリエステル粉体塗装

グローブ:アクリル
透明(拡散材入り)

LED:4個

灯具詳細図  S=1:10（S=1:20）

水銀灯250形相当

Ｇ．Ｌ

3
0
0

60
0

200 D 200

埋設シート（塩ビ製）W150

遮光板取付図

照明灯２は、遮光板を取り付ける

ものとする

断面図 S=1:5

※標示プレートの内容は監督員の指示による。
※矢印表示の色については、電気用は赤とする。

矢印

▽GL

鉄製埋設鋲
φ25

70 60

新設舗装面

S=1:10(1:20)ハンドホール

S=1:2(S=1:4)分電盤詳細図図示照明灯１・２詳細図

S=1:10(1:20)埋設鋲（鉄製）

S=1:5(1:10)埋設鋲（鉄製）

件　名

図　面
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S:図示

（A3:図示）
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貯油タンク(鋼製)2,000L

マンホール蓋
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躯体コンクリート(有筋)

基礎コンクリート(無筋) t=50
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平面図

断面図

平面図

断面図

貯油タンク(参考図) S=1:50(1:100)S=1:50(1:100)浄化槽(参考図)
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（参考図）撤去詳細図
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全体仮設平面図（参考図）

正面周辺仮設平面図（参考図）

S=500（=1:1000）
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工事看板

工事車両の出入り

A型バリケード
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交通誘導員
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件　名

図　面

S:図示

（A3:図示）

（参考図）仮設計画図

清瀬運動場（R07）正門側駐車場等改修工事

令和 7年 9月
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正門周辺

トイレ

※正門には、全工事期間中（工事休止日を除く）交通誘導員を2名配置する。

※裏門には、全工事期間（工事休止日を除く）の36％の工事日において交通誘導員を2名配置する。

交通誘導員

交通誘導員

（4ｔ車まで）

監督員監理者事務所

テニス壁打ち

※テニス壁打ち場のアスベスト含有廃材については、法令に則り処理すること。運搬の際には、2重に梱包し、軽トラックによって図示のルートを運搬し、東側駐車場で積み替え場外に搬出すること。

積替

物置

物置

物置

物置

水

軽トラック

＜積替＞

4ｔダンプ

作業員休憩室
現場事務所

テニス壁打ち場発生
廃材運搬ルート
（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有廃材含む）

テニス壁打ち場発生
廃材運搬ルート
（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有廃材含む）



令和５年１月１０日 

東京都職員共済組合 

事業者のみなさまへ 

 

工事請負契約の入札における最低制限価格の算定基準について 

 

令和４年１２月６日付で、東京都財務局「調査基準価格及び最低制限価格の設定について

（通知）」が改正されたことに伴い、最低制限価格の算定式の一部を変更することとしました

ので、お知らせします。 

事業者の皆様のご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

１ 設定範囲の見直し内容 

  最低制限価格の設定範囲を予定価格の１０分の７．５以上１０分の９．２以下から１０

分の７．５以上１０分の９．３以下に見直します。 

 

２ 算定方法 

予定価格の内訳から、①直接工事費、②共通仮設費、③現場管理費、④一般管理費等を

基に、原則として下記算定式により設定します。 

ただし、予定価格の内訳に発生材（有価物）の売却費等が含まれている場合は、その費

用を①から④までを基に算定した金額に合算します。 

また、建築工事（建築設備工事を含む。）については、直接工事費に現場管理費の一部に

相当する額（以下「現場管理費相当額」という。）が含まれているため、最低制限価格の算

定に当たっては、直接工事費から現場管理費相当額を減じた額を直接工事費とし、現場管

理費は、現場管理費に現場管理費相当額を加えた額とします。 

なお、現場管理費相当額は、直接工事費と明確に区分できる場合を除き、直接工事費に

10 分の１（昇降機設備工事にあっては 10 分の２）を乗じた額とします。 
 

 

最低制限価格 算定式 

          直接工事費  共通仮設費  現場管理費  一般管理費等 

設定金額   ＝（ ①×0.97＋②×0.9＋③×0.9＋④×0.68）＋消費税相当額 

                              

 

 

 

      75％                 93％ 100％       

 

  

 

  

 

ただし、算定の結果、設定金額が予定価格の 7.5/10 に満たない場合は、予定価格の

7.5/10 とし、設定金額が予定価格の 9.3/10 を超える場合は、予定価格の 9.3/10 としま

す。 

 

設 定 範 囲 ０％ 

案件ごとに算定式により

算定した金額で設定 

(予定価格) 

92％から 93％へ引き上げ 



 

解体工事における算定式 

 上記算定式によらないものとしている解体工事については、以下の算定式となります。 

 

         直接工事費  共通仮設費  現場管理費  一般管理費等 

設定金額   ＝（ ①×0.8＋②×0.9＋③×0.9＋④×0.68）＋消費税相当額 

    

 

 

 

      75％                 93％ 100％       

 

  

  

 

 

ただし、算定の結果、設定金額が予定価格の 7.5/10 に満たない場合は、予定価格の

7.5/10 とし、設定金額が予定価格の 9.3/10 を超える場合は、予定価格の 9.3/10 としま

す。 

 

その他についても東京都財務局が定める算定基準を使用します。 

 

３ 実施時期 

  令和５年１月１６日以降に入札公告等を行う案件から実施します。 

  （工事発注予定表に、最低制限価格を設定する旨を明記します。） 

 

 

予定価格等の公表   

   工事請負契約案件については、原則として予定価格を事後公表します。再々入札とな

る場合は、事前公表します。 

 

ただし、中小企業の積算に係る負担等を考慮し、平成３０年１０月１日以降に入札公

告等を行う案件から、下記に掲げる対象案件につきましては、予定価格を事前公表しま

す。 

 

○ 実施対象 入札を行う工事請負契約のうち、次に掲げる案件 

      １ 建築業種は予定価格が 4 億４千万円未満 

      ２ 土木業種は予定価格が３億５千万円未満 

      ３ 設備業種は予定価格が２億５千万円未満 

 

最低制限価格については事後公表します。 

 

★予定価格を超える金額での入札は、落札者となりません。 

★最低制限価格を下回る金額での入札も、落札者となりません。 

★入札の回数は３回とし、３回で落札しない場合は不調とします。 

 

【問合せ先】東京都職員共済組合事務局管理部財務課 契約管財担当 電話 03-5320-7313 

設 定 範 囲 ０％ 

案件ごとに算定式により

算定した金額で設定 

(予定価格) 

92％から 93％へ引き上げ 


